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研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利益な取扱いを
受けることはありません。

個人の情報として今までの検査結果を開示することは可能です。請求人は
原則的に協力者本人とし、本人以外からの請求の場合本人直筆の委任状が
必要になります。開示を希望する場合、上記の問合せ先までご連絡くださ
い。

個人情報の取り扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削
除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際
も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。
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当院におけるIVR術前支援画像　～Ziostation2におけるIVRプランニングの使
用経験～
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本研究の目的
冠動脈化学塞栓術の術前支援画像において、3D医用画像処理ワークステー
ションのアプリケーションの一つである「IVRプランニング」が有効であるかを検
証する

調査対象データ
該当期間

2017年12月から2021年8月

対象となる患者 肝動脈化学塞栓術を施行した方

研究の方法
（使用する情報・試料）

「IVRプランニング」導入前後の冠動脈化学塞栓術の手術時間等を比較検討す
る


